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RFID機能
（紹介資料）

各Android機種
＋

RFD40（Zebra）
SP1（DENSO）

KEYENCE DX-A400, DX-A600
＋

DX-RH1/RM1（KEYENCE）

（2024年8月現在の動作確認機種一覧）

リーダーの
出力変更

小手丸ちゃ
ん連携

ＥＰＣ ＴＩＤ

Android OS向け 小手丸ちゃんRFID機能

マクロ記述
による
詳細設定
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●このRFID機能は、小手丸ちゃん5250エミュレータの追加オプション機能です。
●Android OS（V8～13）にＲＦＩＤリーダーを接続してＲＦＩＤ機能を提供します。
●RFIDリーダーを利用して、UHF帯のRFIDタグを一括読み取りし IBM i の業務画面に取り込みま
す。
●「小手丸ちゃん」との併用して頂くことで、シームレスな運用が可能となります。
●デンソーウェーブSP1では、バーコードの読み取りも可能です。

RFID機能を使えば、小手丸ちゃんとの連携運用が簡単に実現可能
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動作環境

●小手丸ちゃん V１．３．０．２５以降導入済みAndroid端末
・Android V8～13以降のハンディターミナル、スマートフォン、タブレット機器全般

 

●ＲＦＩＤリーダー
– RF40（Zebra）

– SP1（DENSO）

– DX-RH1/RM1（KEYENCE） ※KEYENCE DX-A400/A600のみ

（2024年8月現在の動作確認機種一覧）
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RFIDリーダーを利用して、UHF帯のRFIDタグを一括読み取りし IBM iの業務画面に取り込みます。

RFIDを読むフィールドにマクロを書くことで、小手丸ちゃんがRFID処理を行う画面と認識して、リーダーで読み取り操作を
行うと読み込みデータダイアログが表示されます。

一定の件数ずつ小手丸ちゃんが繰り返し送信を行いますので、業務処理を行なって下さい。再度RFID用画面を呼び出すと
読み込んだRFIDデータがなくなるまで（未送信データが０件になるまで）繰り返し送信を行います。

動画→https://secure.fis.co.jp/movie/5250_RFID_RFD40.MP4

RFID用画面 ：RFIDマクロ 「BTYP=RFID」 を記述した画面
（6件ずつ送信する例)

③ 実行キーを押すとサーバーへ送信

② RFIDタグをスキャンする。
データがダイアログに表示

⑤ 6件を処理後、
RFID用画面を呼び出すと、再度6
件送られてくる。
処理と画面呼び出しを繰り返す

④ 6件ずつ送信

① RFID用の画面を開く

IBM i （AS/400）

小手丸ちゃんでの操作イメージ

https://secure.fis.co.jp/movie/5250_RFID_RFD40.MP4
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マクロにRFIDリーダーの出力レベルや,タグタイプ（EPC./TID）, その他オプションを指定することで小手丸ちゃんと連携して
RFIDを読み込むことが出来ます。
上記画面の例では、RFIDリーダーの出力レベル１０ｄｂでEPCの内容でGS1規格のSGTINのタグの全ての項目を読む指定
となります。
なお、GS1規格での読み込みに関しましては、タグの内容を規格に合わせたデコードを行い以下のようなフォーマットで出
力されます。

例） EPCの内容：30152B2E44F8CAC000000058の場合

上記をデコードすると、下のような内容となります。  実際に読み取られる内容
HD     FL PT GS1ｺｰﾄﾞ(BC) 商品ｺｰﾄﾞ(PI) S/N 30154901777254763000000000088
X’30’ 1  5 4901777     254763    000000000088 ※29バイト固定長

マクロによるRFID読込設定

出力レベルやタグタイプ, 

オプションを設定します。



6

ＲＦＩＤの出力を画面ごとに変更することが出来ます。（画面マクロ内のPWLV指定による）

これにより広範囲でタグを読みたい画面や、手元のタグのみを読みたい画面などに柔軟に対応できます。

4～30ｄｂの範囲で指定することが可能です。

値を小さくすることで、読取範囲を狭めることができます。

ＲＦＩＤリーダーの出力設定

RFIDリーダーの出力指定に４ｄｂを指定する

数センチ程度の範囲で読込み

RFIDリーダーの出力指定に３０ｄｂを指定する数メートル程度の範囲で読込み
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EPC領域の取得にはGS1規格に準じた取得方法と規格外を対象とした方法があります。

・規格外フォーマットの取得

このフォーマットはEPCエリア（96bittもしくは128bit）の内容を、16進文字列（24バイトもしくは32バイトまでの16進文字
列）として読取を行います。

※内容をワード単位で指定し読取ることも可能です。（詳細は画面マクロを参照願います。）

・GS1規格フォーマットの取得

GS1規格のフォーマットに準じた形式で読取を行います。

GS1規格のフォーマットを読む場合には、画面マクロでオプションの指定が必須となります。

現在サポートしている規格は以下の5個となります。

・SGTIN-96（HD=0ｘ30）
・SSCC-96  （HD=0ｘ31）
・GRAI-96  （HD=0ｘ33）
・GIAI-96   （HD=0ｘ34）
・GDTI-96  （HD=0ｘ2C）

ＥＰＣ領域の取得
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・TID領域（96bit）の内容を、16進文字列（24バイト）として読取を行います。

※内容をワード単位で指定し読取ることも可能です。（詳細は画面マクロを参照願います。）

※KEYENCE RFIDリーダー DX-RH1/RM1 ではTID領域の読み取りは不可となります。

ＴＩＤ領域の取得
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バーコードの読取と同様に１件ずつ読み取ることを想定したモードです。

タグを読み取った際にダイアログ表示せずに、入力フィールドに値が入ります。

RFIDマクロ記述で「SINGLE」を記載します

１件ずつ読み取る （SINGLEモード）

RFIDリーダーの出力指定を低くして１件のみ読み取る

１件のみ読込み

※RFID機能拡張版のライセンスが必要です
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・画面マクロによりRFIDリーダー出力制御やRFIDタグの種別、タグ内の内容を指定して読取を行う事が可能です。

画面マクロの形式は以下の通り

## BTYP=RFID [PWLV=4~30] TYPE=E|E96|E128|T[,C] オプション ## 

※PWLV指定はRFIDリーダーの出力指定となります。 指定がない場合には30の扱いになります。

実際に指定する値については、お客様自身で検証のうえ設定するようにしてください。

※TYPE指定はRFIDタグの読取区画の指定となります。（現在はE:EPC/T:TIDのみ）

E|E96：EPC領域96bitの読込み E128：EPC領域96bit～128bitの読込み

※,C指定は重複データのチェック範囲を指定します。（省略可）

オプションでは以下の指定を行う事が可能です。

例１）GS1規格外のEPC内容を読込む場合

## BTYP=RFID [PWLV=4~30] TYPE=E ##

例２）TIDの内容全てを読込む場合

## BTYP=RFID [PWLV=4~30] TYPE=T ##

例３）GS1規格外のEPC内容の後半6ワードを読込む場合

## BTYP=RFID [PWLV=4~30] TYPE=E 789ABC ##

※仮にEPCの内容が0102030405060708090A0B0Cの場合は、0708090A0B0Cが取得されます。

例４）TIDの内容の前半6ワードを読込む場合

## BTYP=RFID [PWLV=4~30] TYPE=T 123456 ##

※仮にTIDの内容が0102030405060708090A0B0Cの場合は、010203040506が取得されます。

画面マクロの紹介（１）
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・GS1規格にそってタグを読取るときに指定するオプションの紹介となります。

画面マクロの形式は以下の通り

## BTYP=RFID [PWLV=4~30] TYPE=E|E96|E128[,C] オプション ## 

※PWLV指定はRFIDリーダーの出力指定となります。 指定がない場合には30の扱いになります。

オプションでは以下の指定を行う事が可能です。

## BTYP=RFID [PWLV=4~30] TYPE=E HD [FL PT BC PI AT DT SN] ##

HD:GS１規格の種別を指定（30：SGTIN/31：SSCC/33：GRAI/34：GIAI/2C:GDTI)

FL:フィルター/PT:パーティーション/BC:事業者コード/PI:商品コード/AT:アセットタイプ/DT:書類タイプ/SN：シリアル

以下実際の指定例となります

実際のタグに書込まれている内容を以下とした場合

30152B2E44F8CAC000000058

①TYPE=E HD=30指定で読込んだ時 ※HD指定のみの時は、他の指定は全て選択しているものとして扱う

30154901777254763000000000088 ※29バイト固定長

②TYPE=E HD=30 BC PI SN 指定で読込んだ時

304901777254763000000000088 ※HDとBCとPIとSNのみが出力

③TYPE=E HD=30 PI指定で読込んだ時

30254763 ※HDとPIのみ出力

④TYPE=E HD=30 BC SN 指定で読込んだ時

304901777000000000088 ※HDとBCとPIとSNのみが出力

※検索指定がない項目が含まれている場合には、検索指定項目を含め指定されている項目のみが出力されます。

画面マクロの紹介（２）

左記をデコードすると、下のような内容となります。
HD  FL PT GS1ｺｰﾄﾞ(BC) 商品ｺｰﾄﾞ(PI) S/N

X’30’ 1  5 4901777  254763  000000000088
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・GS1規格として扱う場合には、各オプションに対象とするものを指定して特定のRFIDタグの内容だけを読取る事が可能

オプションは以下の指定にあるHD/FL/PT/BC/PI/AT/DT/SNになり、PIはSGTINのみでATはGRAIのみDTはGDTIのみ

で定義することが可能です。

## BTYP=RFID [PWLV=4~30] TYPE=E HD [FL PT BC PI AT DT SN] ##

HD:GS１規格の種別を指定（30：SGTIN/31：SSCC/33：GRAI/34：GIAI/2C:GDTI)

FL:フィルター/PT:パーティーション/BC:事業者コード/PI:商品コード/AT:アセットタイプ/DT:書類タイプ/SN：シリアル

以下実際の指定例となります

①TYPE=E HD=30指定で特定の事業者コード（BC)のみのRFIDタグを読込む場合

例） ## BTYP=RFID TYPE=E HD=30 BC=4993191 ## ※この場合は、事業者コード4993191のRFIDタグのみが読込まれます。

②TYPE=E HD=30指定で特定の商品コード（PI)のみのRFIDタグを読込む場合

例） ## BTYP=RFID TYPE=E HD=30 PI=210 ## ※この場合は、商品コード210のRFIDタグのみが読込まれます。

③TYPE=E HD=30指定で特定の商品コード（PI)でシリアルが指定範囲のRFIDタグを読込む場合
例） ## BTYP=RFID TYPE=E HD=30 PI=210 SN=100-200 ## ※この場合は、商品コード210のものでシリアルが100~200の

RFIDタグのみが読込まれます。

④TYPE=E HD=30指定でHDとBCとPIおよびSNの内容だけを読込みたいとき時（FLとPTを取得しない）

例） ## BTYP=RFID TYPE=E HD=30 BC PI SN ## ※HDについては必ず取得されます。

画面マクロの紹介（３）
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AS400画面開発例
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※IBM i、e-server、iSeries、AS/400は米国IBM社の商標または登録商標です。

■ 制約事項

本ソフトウェアには以下の制限事項がありますのでご注意ください。

・Android OSのVer8～13以降のサポートとなります。

・「小手丸ちゃん」との連携につきましては、ＲＦＩＤマクロを利用いただくことで読込むことが可能です。
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